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１ 議席番号 １ 番 山口 一博 議員 
開始予定時間 

９月１８日 午前９時 

【子どもの貧困・虐待と里親制度について】 

 第５次吉田町総合計画において、社会保障分野では生活困窮者の自立支援

の施策の方向性として、生活改善支援の促進を挙げ、困窮状態から早期に脱

却し、生活困窮者が減少していくことを目指しています。 

 また、子育て分野では、子育て支援環境・サービス、児童健全育成の推進、

児童虐待防止対策、ひとり親家庭福祉のそれぞれの充実の施策を挙げていま

す。 

 以上のことを踏まえて、以下のことを質問します。 

 

１ 国全体では１８歳未満の子どもの相対的貧困が１３．９％で、７人に一

人の割合でいて、親子２人世帯の場合、月額平均約１４万円の所得しかな

く、食事・学習・進学などの面で極めて不利な状況で、将来も貧困から抜

け出せない傾向があります。 

  子どもの貧困について、町としての考えは。 

 

２ 平成２９年度版静岡県児童相談所事業概要によれば、児童虐待相談件数

は２０３件増加し、１，５１６件報告された。心理的虐待４９％、身体的・

ネグレクト各２５％であり、０歳から１２歳迄の子どもが８３％を占め、

実父から３０％・４５０件、実母から５８％・９０１件とのことだが、町

の実態は。 

 

３ 平成２９年４月に改正児童福祉法が施行され、社会的養護における「家

庭と同様の養育環境（里親等委託）による継続的な養育」の推進が県の責

務として、平成４１年度までに里親等委託率を３３．３％とする目標を掲

げているが、現在、町の里親の登録人数は何人ですか。また、里親を増や

す方法は。 
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２ 議席番号１０番 大塚 邦子 議員 
開始予定時間 

９月１８日 午前１０時 

【高齢者福祉の取り組みについて】 

 第８次高齢者保健福祉計画・第７期介護保険事業計画では、わが町の平成

２９年９月３０日現在の人口２９，６６９人の内、６５歳以上の高齢者は７，

１６１人で、高齢化率は２４．１％となっている。 

 また、高齢者のいる世帯は増加傾向にあり、中でも、ひとり暮らしの高齢

者や高齢者夫婦のみの世帯数が増加している。 

 ２０２５年には、高齢化率が２８．５％になるとの推計もあり、高齢者の

現状把握と、参加しやすい様々な介護予防の取り組みを進めていく必要があ

る。 

 政府が定めた高齢社会対策大綱、推進体制によれば、健康寿命の延伸や介

護離職者数の解消、認知症サポーターの増員など数値目標が定められてい

る。 

 わが町でも計画的に取り組んでいるとの認識を持っているが、その具体的

内容や推進体制について、以下の点について伺う。 

 

１ はつらつ講座の実施状況と参加者を増やす取り組みは。 

 

２ 高齢者見守り活動の効果は。 

 

３ 介護離職者の把握と対応は。 

 

４ 在宅医療・介護連携推進事業の進捗は。 

 

５ 介護予防に民間の活力を導入する考えは。 
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３ 議席番号 ６ 番 山内 均 議員 
開始予定時間 

９月１８日 午前１１時 

【都市計画マスタープランの中間変更と北区地域の土地利用誘導について】 

 都市計画マスタープランの中間変更が行われた。 

 平成２３年３月に発生した東日本大震災の巨大津波災害以降土地の利用

状況に変化が生じ、北区地域では、住宅の増加と人口の増加が進んでいる。 

 土地の宅地化は住宅等建設可能な条件を求め小規模な土地開発を進ませ

ている。環境の整備には計画的な開発が必要となり、北区地域の全体的土地

利用の計画と誘導を考えなければならない。 

 吉田町には町を南北に貫く、東名川尻幹線、大幡川幹線、吉田港幹線＋富

士見幹線の３本の都市計画道路があり、それぞれ役割を担っている。東名川

尻幹線は大動脈、大幡川幹線は産業形成区域、吉田港幹線＋富士見幹線は住

環境形成区域。北区地域では東名川尻幹線の起点となる東名吉田インターチ

ェンジ周辺の土地利用誘導区域の拡大を含めた変更計画が挙げられた。しか

し、この区域は農地の白地と青地が混在していて開発が制約され、無計画で

は良い住環境を整備することは困難になる。インターチェンジ西側の区域や

富士見幹線沿線の区域は良い住環境を求めた整備を計画的に行わなければ

ならない。特に、北区地域は島田市初倉地区との接続線が長い、連携した計

画でなければならないと考えている。 

 そこで質問をする。 

 

１ マスタープランの中間変更の理由に社会情勢の変化が挙げられている、

インター周辺の土地利用誘導区域はこれから調査を行うと聞いたが、どの

ような都市機能とイメージで変化に対応しようとしているのか。 

 

２ 東名川尻幹線、東名大井川線の沿道利用地とはどのような計画か。 

 

３ 土地利用には地目の変更や用途変更等法的問題が多くある。時間的制約

も含めた対応策はあるのか。 

 

４ 静岡空港へつながる富士見幹線も重要路線となる、計画道路としての機

能を持たせるべきであると考えるが、計画は。 

 

５ 富士見幹線の沿線区域の土地利用はどのように考えるか。 

 

６ 島田市初倉地区との連携した計画を協議する必要性があるのではない

か。 
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４ 議席番号 ２ 番 三輪 美由紀 議員 
開始予定時間 

９月１８日 午後１時 

【誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくりについて】 

 平成２９年度健康づくり事業の健康運動事業や生活習慣予防事業につい

ては、高血圧症有病者、糖尿病予備軍に該当する方が多いとの現状を改善す

るため、保健師、栄養士などが出向き健康に関する学習会を開催する「地区

健康度アップ事業」が推進されています。同事業は、引き続き１０町内会に

おいて行うこととされています。 

 また、町民の健康管理を行ってもらうために体組成計を利用した健康相談

の実施や、健康な体を維持していくため食育セミナー開催が予定されていま

す。 

 さらに、ダンス指導員による健康ダンスや平成３０年 4 月から総合体育館

のトレーニングルームに最新式のトレーニング機器が入るなど、健康づくり

事業が推進されています。 

 そこで以下質問します。 

 

１ 地区健康度アップ事業の効果と課題は。 

 

２ 食育セミナーの実施状況と効果及び課題は。 

 

３ 健康診断の結果を踏まえて総合体育館のトレーニング機器活用の推進

は。 

 

４ 笑っしょいよしだフェスティバルを屋外で出来ないか。 

 

 


